
⽇時:2018年3⽉27⽇ 14:00-17:10

第1部 「計算社会科学の歴史と展望-ヒット現象の数理モデルを⽤いた社会現象の解明-」

⽕

先着100名
予約・お問い合わせ

第2回

近年公衆ネットワークの普及、スマートフォンなどのデバイスを介して個⼈・個⼈のWebとの関わりがより⼀層ソー
シャル化しました。 実空間での様々な⼈々の⾃発的な情報⾏動などの詳細はデジタルに記録・蓄積されるようになりこ
のような⼤規模社会データを情報技術によって分析・モデル化する学問が進んでいます。

このような⼈間⾏動や社会現象を定量的に理解しようとする学問が「計算社会科学」 (Computational Social Science)
と⾔います。本セミナーでは、国内外での計算社会科学の普及・発展を⽬指し、政治学、物理学、経済学、数学、社会学、
情報学などの様々な分野の研究者により活発に情報共有・議論を⾏う場を提供することを⽬的とします。

MAIL:kawahata@si.gunma-u.ac.jp
TEL: 027-220-7403

主催: 計算社会科学研究室
共催:群⾺⼤学 社会情報学部

群⾺⼤学 教育研究センター

場所: 群⾺⼤学 荒牧キャンパス (社会情報学部棟:101講義室)
群⾺県前橋市荒牧町４­２ 当⽇先着70名

14:00〜15:20
⽯井 晃 (⿃取⼤学⼤学院⼯学研究科機械宇宙⼯学専攻 応⽤数理⼯学講座 教授)

第2部 「交通渋滞の数理モデル化について」

概要：
近年、社会における⼈々の⾏動や考えなどがソーシャルメディアへの書き込

みや購⼊履歴・携帯電話位置情報などでデジタルに記録されるようになりまし
た。この巨⼤なビッグデータは、⾃然科学実験の測定に類似させた計算社会科
学と呼ばれる分野を形成しています。本講義では社会現象における分析に関す
る研究を紹介するとともに、地域社会の活性化に繋げる事例研究の話をしてい
きます。

平成29年度 卓越研究員助成事業

お問い合わせ
TEL: 027-220-7403 （群⾺⼤学 社会情報学部総務係)
Mail: kawahata@si.gunma-u.ac.jp
（群⾺⼤学 社会情報学部 計算社会科学研究室）

主催:群⾺⼤学 社会情報学部 計算社会科学研究室 共催:群⾺⼤学 社会情報学部附属社会情報学教育・研究センター

計算社会科学とその周辺セミナーWEB

15:40〜16:40
⻄ 遼佑(⿃取⼤学⼤学院⼯学研究科機械宇宙⼯学専攻 機械⼯学講座 講師)
概要：
交通渋滞は、莫⼤な経済損失をもたらす社会問題です。交通渋滞を再現する

数理モデルを作ることは、交通渋滞の解明や改善を⽬指すうえで役に⽴ちます。
本講演では、主に⾼速道路上における交通渋滞に焦点を当てて、交通渋滞のメ
カニズム、数理モデル化、および、改善⽅法を紹介します。

16:40〜17:00
質疑応答・パネルディスカッション


